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　アジア太平洋地域の新規HIV感染者数は着実に減少してきまし
た。2023年現在で30万人（27万〜37万人）となり、2010
年当時より13％減少する見通しです。抗レトロウイルス治療の普
及率は2023年時点でHIV陽性者全体の67％（53〜78％）と
推定されています。ただし、この数値は2025年の治療目標を大
きく下回るものでもあります。（注1）

　報告があった41カ国中、いまなおセックスワークを犯罪とみな
している国は38カ国もあります。32カ国が少量の薬物所持を犯
罪としています。また、29カ国がHIVの非開示・曝露・感染を
犯罪として扱い、17カ国は同性間の性行為を犯罪とみなしてい
るのです。こうした差別的かつ懲罰的な法律が、特定のコミュニ
ティに対するスティグマや差別、暴力を招き、人びとの健康状態
を悪化させています。モンゴルでは、ゲイ男性など男性とセック
スをする男性の13%が過去6カ月の間にスティグマや差別を経験
したことがあると報告しています。また、イランの注射薬物使用
者の58%、インドネシアの注射薬物使用者の13%、そしてイラ
ンのトランスジェンダーの人たちの60%とモンゴルのトランスジェ
ンダーの人たちの72%も過去6カ月の間にスティグマや差別を経
験したと報告しています。

HIV陽性者の入国、滞在、居住を制限する法律または政策

HIVの非開示・曝露・感染の犯罪化

トランスジェンダーの人たちに対する犯罪化

セックスワークのあらゆる側面に対する犯罪化

同性間の私的な性行為に対する犯罪化

少量の薬物所持に対する犯罪化

現状は？

アジア太平洋地域における新規HIV感染件数、
1990-2023

アジア太平洋地域における抗レトロウイルス治療の
普及率、2010-2023

アジア太平洋地域でHIV関連の差別的かつ懲罰的法律が残っている国の数、2024

（注1）　2025年ターゲットは、HIV陽性者の95％が自分のHIV感染を知り、 そのうちの
95％の人がHIV治療を受け、さらにその95％がウイルス抑制を達成することを目指
している。詳細は、API-Netの日本語仮訳『UNAIDS　HIV検査、治療、ウイル
ス抑制の95-95-95ターゲットとは何か』を参照。
https://api-net.jfap.or.jp/status/world/booklet079.html
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流行の制御に貢献し得る要因は？

HIV感染症の新規感染率-死亡率比、2000〜2023

アジア太平洋地域の成人（15歳以上）における新規HIV感染者数とその割合の変化、2010年、2022年

HIV新規感染数

HIV陽性者死亡数
（すべての死因を含む）

　HIV感染症の新規感染率-死亡率比（IMR）は推定1.61で、基準となる1を超え、この地域の
HIV陽性者人口が依然、拡大していることを示しています。年間の新規感染者数が死亡者数を上
回っており、HIV治療の普及を含む予防対策に力を入れる必要があることを示しているのです。比
率が1未満ならHIV陽性者人口は減少に向かい、流行の負担が軽減されることで、抗レトロウイル
ス治療の普及とそのためのサービスのコストが下がることになります。ただし、死亡率が極めて高け
れば、それで比率1未満という目標が達成される可能性も実はあります。このため、（死亡率を左
右することになる）治療の普及率が低い場合には、新規感染率-死亡率比の解釈は慎重に行う必要
があり、この地域のIMRも治療の普及率を含め慎重な解釈が必要になります。（注2）

　この地域では2022年の新規HIV感染者の79%がキーポピュレーションの人たち、およびそのセッ
クスパートナーで占められています。こうしたケースでは、予防介入が特に重要な意味を持つことに
なります。ゲイ男性など男性とセックスをする男性の新規HIV感染者数は推定で32%増加しました。
キーポピュレーションの人たちのセックスパートナーの間では85%増加しています。

2023年の
新規感染率-死亡率比＝1.6

■ セックスワーカー（-14%）

■ トランスジェンダー女性（7％）

■ セックスワーカーの顧客（-65%）

■ その他（-44%）

■ ゲイ男性など男性とセックスをする男性（32%）

■ 注射薬物使用者（-35%）

■ キーポピュレーションの人たちのセックスパートナー（85%）

（注2）　Ghys PD, Williams BG, Over M, Hallett TB, Godfrey-Faussett P（2018） Epidemiological metrics and benchmarks 
for a transition in the HIV epidemic. PLoS Med 15（10）: e1002678. Https://doi.org/10.1371/journal.
pmed.1002678　参照
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治療と予防の普及率が	 	 	 	 	 	 	 	 	
今後も2023年レベルにとどまっている場合の将来予測

アジア太平洋地域における2030年までのHIV陽性者数の推移予測

アジア太平洋地域における2030年までの年間新規HIV感染者数予測

　予防と治療の普及が進まなければ、アジア太平洋地域では2030年までに推定32万人が新たに
HIVに感染し、HIV陽性者人口は760万人に増えます。高齢化も進み、HIV陽性者人口に占める
40歳以上の割合は2010年当時の38%から、2020年には52%、2030年には62%に拡大する
とみられているのです。ジェンダー別のHIV陽性者の割合も今後さらに拡大し、2030年にはHIV
陽性者の67%が少年および成人男性で占められると予想されています。
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アジア太平洋地域におけるHIV陽性者の年齢分布、2010年

男性
女性

アジア太平洋地域におけるHIV陽性者の年齢分布、2020年

男性
女性

アジア太平洋地域におけるHIV陽性者の年齢分布、2030年

男性
女性



7



翻訳：公益財団法人エイズ予防財団


